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気象庁現業ドップラーレーダで求めた屈折率分布のデータ同化実験
Data assimilation experiments of refractivity distribution observed by an operational Doppler
Radar of JMA
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ドップラーレーダから送出した電波で、送電鉄塔などの固定物で反射して戻ってきたものは、経路上の水蒸気等によ
り遅延する。電波の位相情報から遅延量を算出することができれば、経路上の屈折率、すなわち水蒸気量や気温の情報
を取り出すことができる。気象庁で全国に展開しているドップラーレーダから水蒸気情報を抽出し、データ同化によっ
て数値モデルの初期値の下層の水蒸気量を改善できれば、局地的豪雨を引き起こす夏季の積乱雲の発生等の予報の精度
向上が期待できる。
本報告では、気象庁の現業の東京レーダで得られた IQデータから屈折率の時間変化を求め、局所アンサンブル変換カ

ルマンフィルターで同化した結果について報告する。
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